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　仙台地本で組織拡大会議開催される

～現地青年部と交流！～
１月２７日、仙台市自治労会館において仙台地本主催の組織拡大会議が開催され東日本青年部から木村青年部長、森岡常任委員、彦田常任委員の３名が参加し、現地青年部で奮闘する早坂さん、今野さんとの交流を行いながら会議に参加しました。

冒頭では木村青年部長自身のＪＲ入社から国労加入に至った経緯と、相次ぐ青年の国労加入に触れ「国労の労働組合らしい労働運動に感銘を受けた青年が加入を果たしてきている。可哀想とか守るといった考えを払拭し、今こそ加入に向けて大胆且つ積極的な取り組みを！」と発言しました。続いて行われた分散会では参加者それぞれが抱く組織拡大に向けた思い、他労組の青年と交流を行なっている組合員からは、他労組から見た国労の姿や他労組の青年を取り巻く状況などが報告され、分散会各部報告と集約の後交流会へと続きました。

職場の仲間と積極的に交流しよう！
[image: image2.wmf]仙台地本では昨年春と夏にも組織対策行動を展開し他労組組合員、とりわけ青年労働者の組織拡大に向けアクティブに組織対策を行なっています。昨春に今野さんが国労加入を決意してくれたのは記憶に新しい出来事です。

私たち国労が他労組に向けたアピール行動を積極的に行う事で多かれ少なかれ彼らは関心を持ってくれます。過度な期待や楽観視などは禁物ですが、同じ労働者として対等に本音で語り合うことは私たち国労組合員が一番得意としている「交流」であり、組織拡大に向けたキーワードと言っても過言ではありません。

「他労組の悩みを自分の事のように真剣に聞いてくれた」「一時、国労を離れていた時も色々と気にかけてくれた」「国労組合員である事を誇りに明るく働きたい」・・・etc

相次ぐ青年やベテラン加入者が国労加入時に語った言葉には重みがあります。「自由にモノが言える労働組合」「人間味のある温かい付き合い」が彼らの心を動かしました。
私たち国労がこれから進んで行くレールは決して平坦な道のりではありませんが、今までの運動が他労組の仲間の心を確実に掴んでいる事に自信と確信を持ち、さらなる組織強化・拡大に向け邁進していこうではありませんか！

社歌ＣＤより「懐に春を！」
貨物会社社員の切実な願い

　貨物会社は昨年秋に「春夏秋冬」という曲名の社歌を制定し、全社員に社歌ＣＤを配付しました。今年４月で会社創立２０周年を迎える事を記念して歌詞を社員から募集し、プロの作曲家が作曲・編曲を行うという力の入れようですが、ＣＤを手にした社員の胸中は複雑なものです。実際に職場や仲間内で出された声を紹介します。
	· ＣＤケースが大きかったのでＤＶＤか？と思った。せっかくだからプロモーションビデオ風に画像を入れてほしかった。
· ＣＤの制作費、プロに依頼する等結構したんじゃないですか？せめて掛かった費用分だけでも社員に還元してほしいですね。
· ２０周年記念をするなら「商品券」等の方が良かった。
· 全社員に配布する必要があるのか？職場に１枚、希望者に配布でも良かったのでは？
· ５５歳になって７０％の給料で今までと同じ仕事をしている。社員の生活実態を考慮した品物が欲しい。
· 制服デザインの変更といい、最近の会社は形から入る事や体裁を良くする事しか考えていない気がします。


貨物会社の社員は、ＪＲグループ中で最も低い賃金・労働条件で働いています。
「ぽるて」という社内報の社員紹介コーナーで「会社に言いたいこと」という設問がありますが、大体の社員は「給料が安い」「設備が古い」等と答えています。
「物で釣る」という表現は適切ではありませんが、無事故褒賞のような形で「２０周年祝金」として全社員に支給がされれば社員の士気が向上するのではないでしょうか？
貨物会社に働く全ての社員が「人たるに値する生活を営むため」に必要な賃金・労働条件が確立された暁に社歌を歌っても遅くはないと思います。
銚子電鉄に乗ろう！
～お腹も心も満たされる小さな鉄道の旅～
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昨年１１月「電車修理代を稼がなくちゃ、いけないんです」と、自社ホームページから名物の「ぬれ煎餅」や鉄道グッズの購入を呼びかける「ＳＯＳ」を発信して以来、銚子電鉄（以下『銚電』）は全国的に注目を集める鉄道になりました。
千葉県出身である私、森岡は幼少の頃から家族旅行や校外学習、部活の合宿などで銚電を利用していたので昔も今も非常に思い入れのある鉄道です。
■銚電の歴史
東京から総武本線を走る特急「しおさい」に乗ること約２時間。椎柴駅を通過した辺りから車窓に緑いっぱいの山と風力発電用の風車群が見えてきます。松岸駅で成田線と合流すると程なく終点の銚子に到着します。
この銚子を起点に６．４ｋｍ先の外川に至る銚電が開業したのは、今から８４年前の１９２３年７月５日。開業当時は非電化で蒸気機関車による運行をしていたため「銚子鉄道」という名前でした。２年後の１９２５年には直流６００Ｖで全線電化を果たし、１９４８年には社名を現在の「銚子電気鉄道」に改めて今日に至っています。
· 苦難の経営

多くのメディアに紹介され観光や支援の為に訪れた乗客で賑わう銚電ですが、冒頭にも記した通り経営は厳しい状態です。道路網整備によるモータリゼーションの加速により利用客の減少が続いていることに加え、前社長が行った横領事件（会社名義での不正借入と着服）により個人的な借金を含む多額の負債を抱える事になりました。
特に横領事件発覚以後は千葉県と銚子市からの補助金が停止となり、電車の全般検査費用や給電用の変電所更新費用にも事を欠いている状態です。また、国土交通省関東運輸局が昨年１０月２３日～２６日に実施した保安監査では、踏切警報機や標識の不備や枕木約１５００本に腐食が確認されたことから、同年１１月２４日付で同省より安全確保に関する命令が出されており、これらの対応に関する問題が噴出しています。　　　　　【次号に続きます】
※参考文献：銚子電気鉄道株式会社ホームページ、フリー百科事典（Wikipedia）「銚子電気鉄道線」より
















